
1 

 

 

◆大阪マスターズ陸上競技選手権大会◆ 

日時:2017年 6月 11日 於:ヤンマーフィルド長居陸上競技場 

【競技結果】  

M50（50～54 歳） 島名孝次（新 38） 4×100mR 大阪の１走  46”21 優勝 日本新記録 

 

[島名さんから一言] 

全員が数レースこなした後で疲労が蓄積していたものの、4 名中 3名が 100m11 秒台の記録を持つメンバーが

揃ったお陰で出せた記録です。 

全日本では日本記録更新しての優勝を目指していましたが、仕事の都合でベストメンバーが揃わず 2 位に甘

んじてしまいました。足が攣った 100m と合わせて、来年はリベンジしたいと思います。 

 

◆石川マスターズ混成陸上競技選手権大会◆ 

日時:2017年 7月 29～30日 於:石川・西部緑地陸上競技場 

 

【競技結果】  

M45（45～49 歳） 

    五種競技  井上洋光（新 43） 3523 点 優勝 日本新記録 

      走幅跳 6m05(809 点)、やり投 44m74(624 点)、200m 23”25(935 点) 

      円盤投 25m85(487 点)、1500m 5’09”03(668 点) 

 

[井上さんから一言] 

私の M40 の日本記録が、昨年 1 点更新されてしまったので、その M40 の日本記録に負けない記録を出そうと

望みました。全種目が上手くは行かなかったのですが、結果的には大幅に M45 の日本記録を塗り替えることが

出来ました。どの種目も、まだまだ課題だらけなので来年少しでもそれらを克服出来ればと思います。 

  

◆全日本マスターズ陸上競技選手権大会◆ 

日時:2017年 10月 27～29日 於:和歌山・紀三井寺陸上競技場 

 

【競技結果】  注）台風のため警報が出た 3日目は中止（60m、1500m、三段跳など） 

M70（70～75 歳） 

    200m  椎木茂久（新 17） 34”93(+0.1) 17 位 

    4×100mR 大阪の２走  1’00”95  ３位（銅メダル） 

M60(60～64 歳) 

    走高跳 田代雅彦（新 27）  1m45    優勝（金メダル）２連覇 

800m  矢野 猛（新 27） 2’38”90    ６位（２連覇成らず） 

M50(50～54 歳)  

100m  島名孝次（新 38） 12”53(+1.0)  19 位 

    4×100mR 大阪の１走  47”06    ２位（銀メダル） 大会新 

 

[田代さんから一言] 

台風の影響で雨中の激闘となりました。恐ろしく低調な記録でした

が、勝負どころで集中力を発揮でき 

チャンスを掴むことができました。悪天候を想定した事前準備とシミュ

レーションが功を奏したと思います. 

 

 

Ｍ６０走高跳表彰式 優勝田代雅彦（左） 


